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菊池勘左門先生の追憶
長谷川利平次
(両津市高野〉
菊池勘左工門先生の御家は河崎の浜辺に近い河崎小学
校隣の「通り長屋」の門構えの旧家〈農家〉である。 2
里も離れた加茂歌代の拙家(農家〉の父たちからも早起
きの勤勉の家風だとの評判を聞かされたものである。
先生が広島高師を卒業された直後の頃の城爽たるお姿
も少年の頃見た記憶がある。両津高校設立当初から先生
を初代校長にお迎え致したいとの多くの市民の希望があ
ったが種々の事情で遅れてしまった。
設立当初の校風作りが非常に大事なのに機を逸し，優
秀な中学の生徒は折角地元に高校を設立したのに遠くの
高校へ下宿したりパス通学をする様になり，感化院の様
になりかねない始末，当時郡内の某高校長が私に両津高
校は学校じゃないと酷評された。私も南中の入学式に
PTA会長として式辞の際，少し長く父兄の自覚を訴え
た事もあった。
菊池先生が昭和24年5月帰島されて間もなく 2代校長
として就任なされた。文字通り八面六管となり学校のた
め郷土のため日夜御尽痔なさり，健康鍛錬・克己心・実
行力養成のため先生先頭に年中行事の全校マラソンを創
められ，学聞を愛し円満高潔なるお人柄は自然と職員や
生徒に浸透し校風を一変し，三代北川校長以下，良き伝
統を守り，今では入試に優秀なる生徒は多く地元に残り
以前と反対の様になったのも全く先生の御蔭と深謝致す
ところである。私事にわたって申訳ないが先生が両高の
校長になられて間も無き頃，小生の次男の入学式の告示
に「ヵ γトもゲーテもエジソンも生れながらの天才では
なく努力が天才を作った」のだとのお話，身にこたえて
勉学し，東大の法科を卒業出来たのは全く先生の御指導
の賜物として本人ともども終生忘れ得ぎるところであ
る。
先生は硬軟正宗の名万のごとき御人柄で逸話も色々あ
ると思う。ある日心援く会談の際，戦時中，佐賀中学校
に勤めた頃は九洲気質で生徒にも言う事をきかぬのも色
々おり，スパルタ式に時々鉄拳を飛ばしたものであった
が， 富山県の女子師範に転任の挨拶にと校長室に入る
と，今度は女子だから鉄拳は駄目だねーと笑われたと。
また，用務や会議で帰りが遅くなる事があるが母が必ず
起きて待っておるので電話でもしないと遅く帰れないと
述懐された。時に酒宴等で遅くなり，パスの無い時間に
は歩き疲れて住吉の地蔵堂等の縁に腰をかけ一休みする
時もあるといわれたが，つい横にでもなられたらどうな
ることかとも気になるところであるが，きっと「はつ」
として歩みを続けたことであろうと推察。
昭和30年を過ぎ佐渡博物館長となられた某日，富山高
校(旧制7年制〉での教え子が防衛大学教授となられ佐
渡郡内高校地歴科担任教師の研究会が河原田江戸屋にあ
り講師として来議された。この教授を閤み慰労会を始め
た。すると教授は菊池先生が博物館長をされておる様だ
が出来る事ならお会いしたいといい出した。お電話した
ところ，すぐ行きますとのこと，ピールをー箱持って師
弟対面の場。愉快になってきた頃， 同席の当時教諭の
本間嘉晴先生には佐渡高校を動いてはならないよ，と相
高に勤務の小生には相川高校を動いてはならないと申さ
れた。その後も一度「そういうもんですよ」と親切に諭
して下さったが，同校に18カ年奉職，停年後の今日も突
に有難い事だと，感謝致しておるところである。
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